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こ
の
会
の
結
成
は
、
い
つ
で
す
か
。

■
10
年
ほ
ど
前
に
、
会
名
が

「
た
の
し
い
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
」
の
活
動
の
一
環

と
し
て
清
掃
活
動
を
し

て
い
た
時
、
当
時
N
H
K

の
「
難
問
解
決
!
ご
近

所
の
底
力
」
と
い
う
番
組
に
出
演
し
た
こ
と
か
ら
、

『
上
野
原
を
き
れ
い
に
す
る
会
』
を
結
成
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
現
在
29
名
の
会

員
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
話
を
聞
い
て
、
手
伝

お
う
と
思
っ
た
方
が
入
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

主
に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

■
市
内
の
駅
・
河
川
敷
・
風
致
地
区
な
ど
景
観
が
き

れ
い
な
場
所
を
、
草
刈
り
や
空
き
缶
拾
い
・
ご
み

拾
い
な
ど
の
作
業
を
す
る
な
ど
、
清
掃
に
よ
る
環

境
美
化
、
ご
み
の
な
い
上
野
原
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
木
を
植
え
景
観
を
良
く
す
る
な
ど
、
観
光
客
が

特集

上
野
原
を
き
れ
い
に
し
て

観
光
に
つ
な
が
る
こ
と
が
理
想
！

うえのはらで頑張る人　vol. 4
上野原をきれいにする会（UKK）
景観が良くなり、県外から多くの人に
上野原に立ち寄ってもらうことにもつながります。

10年ほど前に NHKの「難問解決！ご近所

の底力」という番組に出演し、以来長年にわ

たり清掃環境美化活動を続けている「上野原

をきれいにする会」の皆様にお話を聞きまし

た。
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来
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

■
毎
月
１
回
、
第
２
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
市
内
全

域
を
対
象
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
少

し
エ
リ
ア
を
絞
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
６
月
に
は
、
上
野
原
駅
前
の
ご
み
拾
い
と
桂
川
漁

業
組
合
周
辺
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
人

の
集
ま
る
と
こ
ろ
は
ご
み
が
あ
る
の
で
。

■
与
謝
野
晶
子
の
碑
の
周
辺
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う

活
動
し
て
い
ま
す
。
景
観
が
良
く
な
り
ま
す
。

■
拾
っ
た
ご
み
は
、
置
い
て
お
く
と
、
市
が
月
曜
日

か
火
曜
日
に
取
り
に
き
て
く
れ
ま
す
。

「
や
り
が
い
」
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
。

■
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
感
謝
の
声
を

か
け
ら
れ
た
時
で
す
。

達
成
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

■
ご
み
収
集
活
動
を
し
て

い
て
、
周
り
の
方
々
の

意
識
が
少
し
で
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
時
は
、
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

■
効
果
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
河
川
敷
や
発
電

所
で
ご
み
収
集
し
て
い
る
と
、
釣
り
人
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
た
り
。
活
動
し
て
い
る
と
ご
み
を
捨
て

な
く
な
り
ま
す
ね
。

■
き
れ
い
に
し
て
蛍
を
増
や
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
活
動
の
課
題
は
何
で
す
か
。

■�

私
た
ち
の
こ
の
活
動
を

引
き
継
い
で
く
れ
る
若

い
後
継
者
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
悩
み

で
す
。
女
性
の
参
加
も
。

■
若
い
世
代
の
方
々
の
参

加
率
が
低
い
で
す
。

■
こ
の
会
の
知
名
度
が
低
い
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超
え
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
１
ト
ン
も
拾
っ
て
い
る
の
で
。

■
複
数
の
団
体
と
協
力
し
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

■
県
へ
の
働
き
掛
け
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

■
河
川
の
管
理
者
が
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

行
政
や
、
市
議
会
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

■
上
野
原
は
、
き
れ
い
な
観
光
資
源
が
豊
富
で
す
。

遠
く
か
ら
見
る
と
き
れ
い
で
す
が
、
近
く
に
行
っ

て
み
る
と
ご
み
だ
ら
け
で
汚
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

は
拾
え
る
け
れ
ど
、
草
刈
り
な
ど
環
境
面
に
関
し

て
は
、
行
政
に
お
願
い

し
た
い
で
す
。

■
「
ご
み
持
ち
帰
り
運

動
」
の
呼
び
か
け
や
、

粗
大
ご
み
の
不
法
投

棄
防
止
へ
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
で
す
。

■
川
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

■
意
識
啓
発
の
掲
示
板
や
、
表
示
板
な
ど
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

■
「
清
掃
の
日
」
を
つ
く
る
な
ど
、
企
業
・
学
校
、
行

政
か
ら
働
き
か
け
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
企
業
（
事

業
所
）
ぐ
る
み
で
の
ご
み
減
少
や
、
学
校
で
市
内

の
清
掃
活
動
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
た
り
、
色
々

な
団
体
に
も
、
ご
み
減
少
運
動
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

取
材
を
終
わ
っ
て

取
材
に
当
た
っ
て
、
代
表
に
お
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
時
間
を
割
い
て
い
た

だ
き
８
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
を
記
載
で
き
な
い

の
が
、
残
念
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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条例路線
変更

議
案
第
99
号　
　

上
野
原
市
公
民
館
条
例
及
び
上
野
原
市
学
校
施
設
及
び
公
民
館
使
用
に
関
す
る
使
用

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
1
1
7
号　

上
野
原
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は
、
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、９
月
５
日（
火
）か
ら
９
月

27
日（
水
）ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
秋
山
公
民
館
」
と
「
秋
山
東
部
公
民
館
」

を
統
合
し
、
現
行
の
秋
山
東
部
公
民
館
が

「
秋
山
公
民
館
」
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
上
野
原
市
公
民
館
条
例

と
上
野
原
市
学
校
施
設
及
び
公
民
館
使
用

に
関
す
る
使
用
料
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
す
。

　

主
要
地
方
道
、
四
日
市
場
上
野
原
線
の

田
野
入
地
区
に
お
け
る
県
道
改
良
工
事
に

伴
い
、
市
道
田
野
入
線
の
起
点
付
近
の
付

け
替
え
を
行
う
た
め
、
当
該
部
分
の
市
道

路
線
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
総
務
産
業
常
任
委

員
会
で
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

9　月

定例会

審
議
さ
れ
た
議
案

市
長
提
出
議
案	

28
件

議
員
提
出
議
案	

1
件

請　
　

願	

1
件

計	

30
件

秋
山
公
民
館
と
秋
山
東
部
公
民
館

の
統
合
及
び
使
用
料
条
例
の
改
正

四
日
市
場
上
野
原
線
、
改
良
工
事
に

伴
い
市
道
路
線
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
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補正
予算

補正
予算

補正
予算

請願

議
案
第
1
0
0
号　

上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

議
案
第
1
0
0
号　

上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

議
案
第
1
0
0
号　

上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

請
願
第
2
号　

教
職
員
定
数
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

　

庁
舎
建
設
時
の
電
話
交
換
機
設
置
よ
り

13
年
が
経
過
し
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
、
故

障
時
の
修
理
や
交
換
機
等
の
対
応
が
出
来

な
い
た
め
、
交
換
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

　

秋
山
公
民
館
周
辺
駐
車
場
用
地
を
原
状

復
帰
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
２
７
６

万
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
土
地
は
持
ち
主
に
返
還
さ
れ

ま
す
。

【
消
耗
品
費
】
耐
火
用
モ
ル
タ
ル
96
万
３
千

円　
【
修
繕
費
】
ご
み・
灰
ク
レ
ー
ン
修
繕
６

２
６
万
４
千
円　

ト
ラ
ッ
ク
用
秤
修
繕
33
万

５
千
円　
【
委
託
料
】
点
火
バ
ー
ナ
ー
点
検

整
備
２
９
６
万
５
千
円

　

年
度
当
初
に
予
定
さ
れ
た
修
繕
な
ら

ば
、
当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き
だ
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

教
職
員
定
数
改
善
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の

請
願
書

提
出
者	

北
都
留
小
中
学
校

	

P
T
A
連
合
会
会
長

	

清
水
一
恵�

他
３
名

紹
介
議
員	
長
田
喜
巳
夫

　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
な
ど
を

求
め
た
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
採
択
し
、
国
の
関

係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

電
話
交
換
機
交
換
修
繕
費
に

5
4
5
2
万
9
千
円
を
補
正

秋
山
公
民
館
周
辺
駐
車
場
用
地
を

原
状
復
帰
し
ま
す
。

塵
芥
処
理
費
に

1
0
5
2
万
7
千
円
を
補
正

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

を
採
択
し
ま
し
た
。

※
提
出
し
た
意
見
書
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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わたしたちの納めた税金

使いみちを審査しました。

28年度
決算

一般会計・特別会計歳出総額　前年度比3.5％減

１８５億９４６８万２４９９円

　市長は、翌年度の予算を決める３月定例

会までの間に、市の監査委員が事前に審査

した前年度の決算について、議会で審査を

受け、認定されなければなりません。

　市議会では、９月１９日から２１日の３

日間、決算特別委員会を設置し、昨年４月

から今年３月までの１年間に使われた市

のお金について、無駄のない使い方をして

いるかどうか、また、行った事業における

成果などについて審査しました。

　その結果、議案第１１４号「平成２８年

度上野原市一般会計及び特別会計歳入歳

出決算について」は異議があり、起立採決

した結果、賛成多数で認定すべきものと決

定しました。

　また、議案第１１５号「平成２８年度上

野原市病院事業会計決算認定について」

は、全会一致で認定すべきものと決定しま

した。

　議案第１１６号「平成２８年度上野原市

病院事業の資本金の額の減少について」

は、全会一致で可決すべきものと決定しま

した。

定例会最終日、決算特別委員会の報告をする
田中英明委員長

平成28年度の決算規模

一般会計
115億8315万679円
（前年度比�6億183万1427円減）

特別会計（16会計）
70億1153万1820円
（前年度比�6697万1417円減）

決算特別委員会
委員長� 田中英明　　副委員長　久嶋成美

委 員� 白鳥純雄　遠藤美智子　川田好博　　東山洋昭　小俣　修���川島秀夫

� 杉本公文� 山口好昭� 長田喜巳夫　鷹取偉一　岡部幸喜　尾形重寅
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井戸水の水質検査

道路整備の地元要求の実現

Ｑ　大道団地などは空き住宅があるが、
市営住宅についての今後の方針は
どうなっているか。

Ａ　長寿命計画を進めていますが、大

道団地については、空き次第、住

宅建設を進めていく予定です。現

在、県に県営住宅を建設してほし

いと要望しています。

Ｑ　市では、管理職手当を現在20％カ
ットしている。仕事への士気や人材
確保に問題が生じると思うが。

Ａ　財政面を考慮しながら、見直しを

検討していきます。

Ｑ　前年度、委託先からの赤字申請額
に対して60％の補助金を支払って
いるとのことですが。

Ａ　例年、富士急から補助申請を受け

て、補助金要項に基づき上限を決

めて補助金を出しています。28年度

の補助金は、赤字申請額の63％で

す。

Ｑ　高速道路救急隊設置運営支弁金と
して約1500万円の歳入があるが、
その根拠などは。

Ａ　年間83件の出動をしましたが、定

額部分と出動件数による算定式で

計算されます。上りは、談合坂ＳＡ

と相模湖ＩＣ間、下りは、上野原

ＩＣと談合坂ＳＡ間が管轄です。

Ｑ　毎年、市民宅の地下水（井戸水）
の水質検査を実施しているが、災
害時等に飲料水を含めた利用・活
用は出来ないか。

Ａ　地下水の利用は、災害時等に有効

と考えています。今後、関係部署と

協議していきます。

Ｑ　地域からの要望に、どれくらいの対
応が出来ていますか。

Ａ　例年、要望書・陳情書が 25～33件

提出されています。現時点では、

緊急を要する地域を優先に 5割

～ 8割（地区により）消化してい

ます。今後も引き続き、要望に対

して整備を進めていきます。

主な

市営住宅

管理職手当

生活バス路線維持費補助金

高速道路救急隊支弁金

質 答疑 弁

決算特別委員会の
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中部丘陵活性化事業支援業務

鳥獣害対策

Ｑ　社会体育施設の利用回数を見ると
テニス場は野球場より多い。これ
は、テニス人口が多数いるという事
だが、この実績と現状を見て、どう
考えるか。

Ａ　高齢者も含めてテニス人口が多い

事は認識しています。状況等も確認

しながら、今後検討していきます。

意見 平成31年3月に指定管理の契約が

終了する。病院運営は、市と指定管

理者が良好な関係をつくることが

大切です。それと共に、病院を利用

する市民のニーズを的確につかみ、

それを反映していくことが、今後の

市立病院利用率アップにつながる

のではないでしょうか。

Ｑ　耕作放棄地の把握は。また、条例
制定を行う考えはあるのか。

Ａ　本年新しい農業委員が選出され

遊休農地、耕作放棄地の把握調

整を行っています。現在農地台

帳システムで整備を進めていま

す。条例については、現在検討し

ていません。

Ｑ　ＵＢＣとの合意事項である3000万
円を29年度には執行するという事
だが、経営の安定化は確保された
のか。

Ａ　取締役の入れ替えや代表者の交

代で大手ＣＡＴＶ会社の最高顧問

や役員の3名が加わる事で安定化

を図ります。

Ｑ　調査の結果、旧平和中を除けば事
業化が難しいと結論が出た。もっと
違ったやり方があったのでは。

Ａ　談合坂ＳIＣ※は大目・甲東・大鶴

の地元の要望から事業化が進めら

れてきました。その後、地域活性

化の要望があり、国の先導的官民

連携支援事業を活用したものです。

Ｑ　鳥獣被害が深刻な状態、特に猿の
対策に他県との連携は。

Ａ　県の管理計画捕獲数より多く、市

費を投入、捕獲した。拡大する被

害状況を県に報告し個体数を増や

す要望をしてきた。近隣市や神奈

川県と連携し、箱罠の増設や巡視

の強化等の対策強化に努めます。

スポーツ人口とテニス場改修

市立病院利用者の減少

荒廃農地

ＵＢＣの経営

主な 質 答疑 弁

決算特別委員会の

※ＳIＣ…スマートインターチェンジ
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　９月20日、上野原高校３年生11名が決算特別委員会を傍聴しました。

　上野原高校では、昨年夏より選挙権年齢が18歳に引き下げられたことに伴い、社会

を築いていく主人公となる高校生の政治への関心を高めるため、授業の一環として定

期的に本会議や決算特別委員会を傍聴されています。

　がん検診事業や介護保険事業など、わたしたちの生活に身近なことが議論されてい

ることに親近感を覚えた様子で、質疑や答弁のやりとりを真剣に聞き入っていました。

　初めて決算特別委員会を傍聴した新鮮な感想をいただきましたので、ご紹介します。

　初めて議会を傍聴し、緊張感がとても感じら

れました。比較的男性が多い中で、副委員長が

女性だったことに驚きました。医療に関しての話

し合いで、聞いてる側として「議会」があること

で私たちの生活の制度が話し合われていること

は大切だと改めて感じました。

　また、女性の議員さんがいることで、女性の

死亡率が高い「がん」についても教育をしていく

取り組みを行っていきたいことに強く関心を持ち

ました。沢山の話を聞く事ができ学べて、有意

義な時間を過ごすことができました。

　市議会を傍聴し、議員の方々が様々な質問を

しているところを見ました。その質問の内容はど

れも市民に大きく関わりがあることで、市民の代

表として私たちのために熱心に話し合われている

議員の方々の姿に感激しました。

　また、私たちの生活をより良くするための意見

や要望を沢山言われていました。今まで議員さん

が何をしているか詳しく知らなかったけれど、市

民にとってとても重要な役割を担っていることが

わかったので、市議会議員の選挙の時には、し

っかりと考え投票したいと思いました。

28年度
決算

上野原高校3年生

決算特別委員会を傍聴

熱心に傍聴する高校生

上野原高校３年
矢崎 ありさ さん

上野原高校３年
市川 百花 さん
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長田喜巳夫

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
問　

26
年
12
月
８
日
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
市

と
文
書
協
定
を
結
び
、
こ
れ
を

基
本
に
今
後
の
取
り
組
み
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
以
下
具

体
的
に
伺
う
。

大
型
資
本
の
参
加
・
導
入
は
。

答
弁　

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
３

名
が
新
た
に
取
締
役
に
就
任
し

た
こ
と
で
、
大
手
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
会

社
や
企
業
と
強
固
な
繋
が
り
が

で
き
、
大
型
資
本
参
加
の
道
筋

が
で
き
ま
し
た
。

質
問　

加
入
者
の
増
加
・
拡
大
方
針
は
。

答
弁　

地
元
密
着
、
市
民
が
主
役
と
な

る
番
組
作
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
行

事
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
放
送
し
、

新
生
Ｕ
Ｂ
Ｃ
を
前
面
に
出
し
加

入
拡
大
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

質
問　

経
営
体
制
の
状
況
は
。

答
弁　

取
締
役
５
名
の
内
３
名
が
市

外
者
で
一
人
は
ジ
ャ
パ
ン
ケ

ー
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
の
㈱
現
執
行

役
。
一
人
は
㈱
東
京
デ
ジ
タ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
専
務
執
行
役

員
。
取
締
役
会
長
に
就
任
さ
れ

た
方
は
、
企
業
経
営
及
び
財
務

の
専
門
家
で
す
。

質
問　

市
の
考
え
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
本
来

の
目
的
は
。

答
弁　

地
域
に
根
ざ
し
た
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
、
地
域
情
報
、
防
災
情
報
、

市
の
広
報
の
提
供
な
ど
に
貢
献

し
、
公
共
情
報
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

全
世
帯
へ
の
行
政
放
送
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
配
信
は
。

答
弁　

Ｏ
Ｎ
Ｕ
ボ
ッ
ク
ス
と
テ
レ
ビ
の

間
に
特
殊
な
機
器
を
設
置
す
る

な
ど
、
相
当
な
費
用
が
見
込
ま

れ
、
現
時
点
で
は
難
し
い
で
す
。

意
見　

全
世
帯
配
信
は
行
政
の
役
割
と

任
務
で
す
。
Ｏ
Ｎ
Ｕ
ボ
ッ
ク
ス

を
活
用
し
た
積
極
的
な
取
り
組

み
を
求
め
ま
す
。

質
問　

市
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
大
型
資
本
導
入

と
社
長
交
代
な
ど
を
条
件
に
年

間
３
千
万
円
を
支
出
す
る
と
の

事
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
経
営

基
盤
の
安
定
が
得
ら
れ
た
と
判

断
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

26
年
12
月
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ
と
の
合
意

文
書
に
基
づ
く
履
行
は
、
代
表

交
代
や
株
式
を
譲
渡
し
た
方
が
、

多
方
面
に
パ
イ
プ
を
持
ち
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
、
こ
の
方
を
含

め
３
名
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
関
連
の
役

員
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
Ｕ
Ｂ

Ｃ
の
役
員
に
就
任
し
た
の
で
経

営
基
盤
の
安
定
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
市
も
合

意
事
項
の
３
千
万
円
の
履
行
を

検
討
し
ま
し
た
。

質
問　

株
が
個
人
に
譲
渡
さ
れ
、
社
長

が
交
代
し
て
も
経
営
の
中
身
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
個
人
へ
の
株
譲
渡
が
な
ぜ

大
型
資
本
の
提
携
に
な
る
の

か
。
３
名
の
新
役
員
に
な
っ
た

方
が
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
借
金
８
億
、
累

積
赤
字
９
億
の
経
営
で
、
債
務

超
過
を
解
消
で
き
る
の
か
、
あ

る
い
は
３
人
の
関
連
会
社
が
Ｕ

Ｂ
Ｃ
を
支
援
す
る
業
務
提
携
な

ど
を
し
て
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

Ｕ
Ｂ
Ｃ
は
、
経
営
の
プ
ロ
と
し

て
信
頼
の
厚
い
最
高
顧
問
に
株

式
の
譲
渡
を
行
い
、
大
型
資
本

へ
の
経
営
参
加
の
道
筋
が
で
き
、

３
名
の
役
員
で
経
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

意
見　

３
名
の
役
員
あ
る
い
は
関
連
の

会
社
が
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
に
出
資
な
ど

の
支
援
の
担
保
が
な
け
れ
ば
、

市
が
、
３
千
万
円
の
支
援
を
し

て
も
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
赤
字
経
営
は
全

然
変
わ
ら
ず
ム
ダ
な
支
出
で
す
。

他
に
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

一般質問

杉本公文
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質
問　

災
害
時
に
機
能
す
る
道
路
改
良

に
つ
い
て
、
市
役
所
西
側
市

道
・
中
央
防
災
公
園
横
都
市
計

画
道
路
り
ん
ど
う
通
り
線
に
お

け
る
整
備
の
取
り
組
み
へ
の
考

え
は
。

答
弁　

防
災
拠
点
の
周
辺
道
路
に
つ
き

ま
し
て
は
、
重
要
な
路
線
と
位

置
づ
け
て
お
り
、
防
災
担
当
部

署
や
地
元
住
民
の
皆
様
方
と
調

整
を
図
り
、
理
解
を
得
る
中
で

防
災
拠
点
に
合
わ
せ
た
道
路
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

筆
問　

教
育
環
境
格
差
の
是
正
に
つ
い

て
、
少
子
化
対
策
と
、
平
等
な

教
育
環
境
整
備
へ
の
対
応
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

少
子
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
学
校

運
営
協
議
会
の
設
置
の
準
備
を

進
め
、
来
春
２
校
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
子
供
達
の

教
育
環
境
の
充
実
を
考
え
て
い

ま
す
。
短
期
間
で
な
る
べ
く
全

校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
出
来

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

長
寿
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
の
施
設

整
備
と
健
康
長
寿
上
野
原
へ
の

取
り
組
み
は
。

答
弁　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
、
活
動

出
来
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
質
問
の
テ
ニ

ス
の
全
天
候
型
施
設
、
オ
ム
ニ

コ
ー
ト
の
整
備
な
ど
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
財
源

確
保
を
含
め
調
査
研
究
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
に
、
災
害
時
の
防
災
施
設
の

状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

白鳥純雄

人
に
や
さ
し
い
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

質
問　

市
が
今
力
を
入
れ
て
い
る
防
災

と
減
災
対
策
は
。

答
弁　

地
域
防
災
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
に
、
行
動
計
画
を
定

め
な
が
ら
、
企
業
と
か
各
施
設

に
も
波
及
さ
れ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

質
問　

８
月
に
行
わ
れ
た
防
災
講
演
の

中
で
、
一
番
大
事
な
の
は
自
助

で
あ
る
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
こ
と
か
ら
始
め
る
、
自
分

の
身
が
守
れ
て
初
め
て
共
助
の

輪
が
生
ま
れ
る
、
共
助
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
と

築
い
た
中
で
公
助
の
手
を
回
す

こ
と
が
で
き
る
、
と
先
生
は
話

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
基
本
的

な
重
要
事
項
を
い
つ
、
ど
う
や

っ
て
住
民
に
説
明
す
る
の
か
。

答
弁　

総
合
防
災
訓
練
の
時
、
集
ま
っ

た
方
に
説
明
し
た
り
、
そ
う
い

う
機
会
を
増
や
し
て
い
く
事
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問　

避
難
所
運
営
の
役
割
分
担
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
災
害
対
策
本
部
活
動
要
領
の

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
て
、
避
難
班
で
あ
る
教
育

委
員
会
が
開
設
し
、
避
難
所
周

辺
に
居
住
す
る
避
難
所
直
行
職

員
が
、
地
区
お
よ
び
自
主
防
災

組
織
の
協
力
を
得
な
が
ら
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

意
見　

自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力
を

入
れ
、
避
難
所
運
営
に
生
か
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

他
に
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
、
上
野
原
こ
ど
も
園
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

久嶋成美

大
規
模
災
害
対
策
に
つ
い
て

一般質問
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質
問　

市
の
交
流
人
口
の
実
情
は
。

答
弁　

市
に
お
い
て
本
格
的
な
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
、
地
域
活
力
の

維
持
、
向
上
を
図
る
た
め
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
々
を
呼
び
込

み
、
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
が
地
域
活
性
化
の
切
り
札

と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
に
人
々
を
呼
び
込
み
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

市
の
各
地
域
が
持
つ
自
然
や
景

観
、
歴
史
、
伝
統
、
文
化
等
の
資

源
を
生
か
し
た
地
域
独
自
の
取

り
組
み
を
行
い
、
交
流
人
口
と

誘
客
の
増
加
に
つ
な
が
る
情
報

発
信
と
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年

度
の
概
算
で
は
入
込
調
査
な
ど

に
よ
り
28
年
度
に
お
い
て
は
45

万
２
８
７
５
人
の
交
流
人
口
が

創
出
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

市
の
交
流
人
口
の
上
位
５
番
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

１
位
秋
山
温
泉
で
６
万
９
０

６
１
人
、
２
位
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
５
万

５
８
８
３
人
、
３
位
上
野
原

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
４
万
５

６
７
９
人
、
４
位
レ
イ
ク
相
模

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
３
万
９

９
４
０
人
、
５
位
サ
ン
メ
ン
バ

ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
３

万
８
９
０
０
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
の
お
答
え
を
し
た
内

容
は
、
対
象
観
光
地
点
で
す

が
、
登
山
客
、
山
と
し
て
の
入

込
数
の
概
算
で
は
、
経
済
課
が

持
っ
て
い
る
数
値
で
言
い
ま
す

と
、
１
位
八
重
山
で
約
５
７
６

０
人
、
２
位
要
害
山
で
約
４
３

２
０
人
、
３
位
坪
山
で
約
４
０

０
０
人
、
４
位
高
柄
山
で
約
２

８
８
０
人
、
５
位
扇
山
で
約
２

１
６
０
人
で
す
。

山口好昭

人
々
が
集
う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問　

交
付
対
象
に
な
っ
た
事
業
は
。

答
弁　

地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
の
人

材
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
、
今
年
度
は
８

団
体
８
事
業
に
交
付
決
定
を
行

い
ま
し
た
。
対
象
事
業
と
し
て
、

音
楽
を
通
し
て
市
民
交
流
、
ス

ペ
ー
ス
を
創
造
す
る
事
業
、
市

ゆ
か
り
の
芸
術
作
品
を
出
展
す

る
事
業
、
地
域
の
歴
史
資
源
等

を
活
用
す
る
観
光
振
興
事
業
等

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

担
当
課
の
感
想
は
。

答
弁　

ど
の
市
民
団
体
も
自
分
た
ち
の

地
域
や
市
を
よ
く
し
た
い
と
の

強
い
思
い
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

団
体
が
今
後
増
え
て
い
き
、
市

民
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
団

体
が
個
別
に
各
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
団
体

同
士
が
交
流
を
し
、
そ
れ
ら
の

思
い
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
で

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
生
ま
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見　

こ
の
支
援
事
業
の
目
的
は
市
民

と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
地
域
課
題
の
解

決
や
地
域
活
性
化
、
地
域
の
人

材
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、

市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
市

民
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。
地
域
を
担
っ
て
い

る
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち

も
、
将
来
を
担
う
世
代
も
力
を

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

他
に
、
ご
み
問
題
、
地
域
の
「
た

か
ら
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

東山洋昭

市
民
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

一般質問
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質
問　

近
年
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
事
故
防
止
の
一
つ
に

「
免
許
証
自
主
返
納
制
度
」
制

定
後
、
返
納
す
る
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
増
加
し
て
い
る
。
市
の

返
納
時
の
支
援
事
業
は
。

答
弁　

市
で
は
現
在
、
支
援
優
遇
制
度

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

返
納
時
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

回
数
券
の
配
布
・
バ
ス
乗
車
に

対
す
る
補
助
等
、
協
議
会
の
議

題
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

女
性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら

も
、
女
性
が
防
災
の
知
識
や
技

能
を
習
得
す
る
こ
と
は
必
要
で

す
。
今
年
は
、
県
で
行
う
防
災

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
、
各
地

区
か
ら
、
女
性
の
受
講
者
が
推

薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

意
見　

一
度
、
市
の
防
災
士
が
何
人
い

る
の
か
掌
握
し
て
、
市
が
委
嘱

す
る
防
災
指
導
員
と
共
に
、
専

門
的
な
資
格
を
持
っ
た
方
々
が

活
躍
で
き
る
体
制
を
作
る
べ
き
。

質
問　

女
性
の
声
が
反
映
さ
れ
た
備
蓄
品

（
粉
ミ
ル
ク
・
お
む
つ
・
生
理

用
品
な
ど
）
の
準
備
は
。

答
弁　

現
在
、
避
難
所
用
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
や
授
乳
室
・
更
衣
室
な
ど

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
の
購
入

を
進
め
、
男
女
別
の
ト
イ
レ
の

整
備
や
生
活
用
品
等
も
計
画
的

に
補
充
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

意
見　

行
政
が
、
も
っ
と
自
助
を
促
す

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
。

要
望　

災
害
時
、
避
難
所
に
全
市
民
の

入
所
は
不
可
能
。
今
後
、
在
宅

避
難
を
可
能
に
す
る
た
め
の
備

蓄
の
啓
発
と
、
日
中
に
女
性
や

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
防
災
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
要
望
す
る
。 遠藤美智子

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
時
の
支
援
に
つ
い
て

女
性
の
視
点
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問　

四
方
津
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
の
５
つ
の
プ
ラ
ン
が

議
員
全
員
協
議
会
で
説
明
が
あ

っ
た
。
Ａ
案
～
C
案
は
、
駅
舎

の
半
橋
上
駅
と
し
て
コ
モ
ア
ブ

リ
ッ
ジ
と
直
接
結
ぶ
案
、
D
案

と
E
案
は
、
コ
モ
ア
ブ
リ
ッ
ジ

か
ら
国
道
な
い
し
駅
前
広
場
ま

で
は
、
単
独
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
す
る
案
が
あ
る
と
説
明
さ
れ

た
が
。

答
弁　

概
算
事
業
費
は
Ａ
案
～
C
案
は

お
お
む
ね
28
億
円
か
ら
30
億
円
、

市
の
負
担
は
18
億
円
か
ら
20
億

円
、
Ｄ
案
と
E
案
は
、
12
億
円
で
、

市
の
負
担
は
約
２
億
円
か
ら
２

億
３
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

質
問　

庁
内
で
ど
こ
ま
で
検
討
が
進
ん

で
い
る
か
。

答
弁　

総
合
的
に
判
断
し
、
単
独
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
Ｄ
案
か
E
案
で
検

討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

国
道
の
歩
道
整
備
事
業
の
基
本

が
確
定
次
第
、
設
計
作
業
に
入

り
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
整

備
め
ざ
し
て
努
力
す
る
と
い
う

こ
と
で
よ
い
か
。

答
弁　

２
０
２
０
年
度
完
成
を
目
標
に

進
め
て
い
ま
す
。

質
問　

四
方
津
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
関

心
も
高
い
。
自
治
会
、
管
理
組

合
な
ど
と
丁
寧
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁　

公
表
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は

公
表
し
て
丁
寧
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

四
方
津
駅
南
側
の
問
題
に
つ
い

て
も
早
急
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

答
弁　

駅
北
側
を
優
先
し
て
い
る
の
で

現
段
階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 川田好博

四
方
津
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

一般質問
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総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
大

規
模
災
害
時
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
し
た
施
設
は
、
市
の
災
害
廃

棄
物
を
十
分
受
け
入
れ
ら
れ
る
大
き

な
施
設
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、

大
規
模
災
害
時
の
市
の
対
応
策
と
し

て
、
進
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。災

害
廃
棄
物
の
仮
置
場
の
指
定
・

確
保
、
運
搬
ル
ー
ト
の
確
認
な
ど
、

廃
棄
物
を
運
び
出
す
前
ま
で
の
対
応

も
同
時
に
進
め
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
想
定
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
対
策
が
数
多
く
あ
り
、
災
害
の

発
生
前
に
で
き
る
対
応
の
検
討
な
ど

当
局
に
要
望
し
ま
し
た
。

一
方
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
対
策
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

廃
棄
物
は
、
生
活
環
境
の
保
全
・

公
衆
衛
生
の
悪
化
を
も
た
ら
す
た
め
、

円
滑
で
迅
速
な
処
理
が
重
要
で
す
。

い
か
に
早
く
処
理
す
る
か
が
早
期
の

復
旧
復
興
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

市
の
施
設
が
被
災
し
、
使
用
不
能

と
な
る
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、
廃
棄

物
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
別
の
処
理

施
設
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

視
察
し
た
施
設
は
、
一
日
の
処
理

能
力
が
４
５
０
㌧
と
国
内
最
大
規
模

で
、
最
大
２
０
０
０
℃
で
溶
融
ガ
ス

化
し
、
受
け
入
れ
廃
棄
物
全
て
を
再

資
源
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
の
災

害
廃
棄
物
を
十
分
受
け
入
れ
ら
れ
る

規
模
で
し
た
。
今
後
協
定
を
締
結
す

る
と
共
に
、
定
期
的
な
協
議
を
行
い
、

災
害
時
の
対
応
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
は
災
害
時
だ
け

で
な
く
、
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
こ

と
も
可
能
で
、
市
の
焼
却
炉
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
期
間
な
ど
、
可
燃
物
の

委
託
処
理
も
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

市
の
施
設
は
、
建
設
か
ら
19
年
が

経
過
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
多
額
の

修
繕
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
広
域
化
や
民
間
へ
の
処
理
委

託
を
含
め
た
、
ゴ
ミ
処
理
体
制
の
検

討
を
進
め
る
よ
う
当
局
に
要
望
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
と
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
で
は
閉
会
中
の
調
査
と
し

て
、
７
月
18
日
、
埼
玉
県
寄
居
町
の
埼

玉
県
環
境
都
市
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
、

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
㈱
の
視
察
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

総務産業常任委員会
文教厚生常任委員会

2
常
任
委
員
会
合
同
視
察
研
修

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環
㈱
を
視
察

大
規
模
災
害
時
の
市
の
対
応
と

災
害
廃
棄
物
の
処
理
対
策
総務産業常任委員会
委 員 長　田中　英明

副委員長　鷹取　偉一

委 　 員　白鳥　純雄

　〃　　�川島　秀夫

　〃　　�杉本　公文

　〃　　�杉本　友栄

　〃　　�岡部　幸喜

　〃　　�尾形　重寅

文教厚生常任委員会
委 員 長　長田喜巳夫

副委員長　小俣　　修

委 　 員　遠藤美智子

　〃　　�川田　好博

　〃　　�久嶋　成美

　〃　　�東山　洋昭

　〃　　�山口　好昭

　〃　　�尾形　幸召

閉会中の調査

オリックス資源循環㈱にて
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島
田
市
は
「
箱
根
八
里
は
馬
で
も

越
す
が
、
越
す
に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」

と
い
わ
れ
た
大
井
川
を
は
さ
ん
で
の

江
戸
寄
り
と
京
都
寄
り
の
両
岸
に
宿

場
が
あ
り
、
雨
な
ど
に
よ
り
、
川
留

め
が
長
く
続
く
と
東
海
道
を
往
来
す

る
人
々
で
ご
っ
た
返
し
、
非
常
に
盛

況
で
あ
っ
た
宿
場
と
し
て
有
名
な
と

こ
ろ
で
す
。

当
委
員
会
で
は
、
視
察
に
先
立
ち
、

よ
り
効
率
よ
く
充
実
し
た
視
察
を
行

う
た
め
、
各
委
員
か
ら
事
前
提
出
し

て
も
ら
っ
た
質
問
事
項
を
視
察
先
に

連
絡
し
、
貴
重
な
時
間
の
有
効
利
用

に
も
努
め
ま
し
た
。

さ
て
、
島
田
市
議
会
の
「
議
会
だ

よ
り
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
は
数

年
前
よ
り
議
会
だ
よ
り
を
よ
り
市
民

に
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙

面
に
す
る
た
め
、
積
極
的
に
先
進
事

例
先
に
視
察
調
査
を
行
い
、
良
い
と

こ
ろ
を
T
T
P
（
徹
底
的
に
パ
ク

ル
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
当
委
員
会
委
員
か
ら
「
議
会
だ

よ
り
を
変
え
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け

は
。」
と
の
問
い
に
、「
自
分
が
読
み

た
く
な
い
も
の
は
作
り
た
く
な
い
と

の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。」
と
。
そ

の
後
も
数
多
く
の
質
疑
を
行
い
、
丁

重
な
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
有
意
義
な
視
察
調
査
と
な
り
ま

し
た
。

当
委
員
会
の
委
員
か
ら
の
感
想
は
、

「
そ
の
委
員
だ
け
で
な
く
議
員
全
員
、

議
会
全
体
で
支
え
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
た
。」「
今
後
、
当
市
議
会
だ

よ
り
で
も
来
庁
さ
れ
た
市
民
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
議
会
だ
よ
り
に
対
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う

か
。」
ま
た
「
良
い
雰
囲
気
の
委
員

会
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
視
察
で
実
感

し
た
島
田
市
議
会
だ
よ
り
の
作
成
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、
よ
り
読
み
や

す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や

す
い
も
の
に
し
て
い
く
思
い
を
強

く
持
ち
ま
し
た
。」
等
、
前
向
き
で
、

建
設
的
な
も
の
で
し
た
。

今
後
の
委
員
会
で
、
市
民
に
と
っ

て
よ
り
満
足
度
の
高
い
「
議
会
だ
よ

り
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
、

委
員
一
同
再
確
認
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
委
員
以
外
の
議
員
各
位

も
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
、
委
員
会
報
告
と
い

た
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
８
月
８
日
、
市
町

村
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
の
議
会
広
報
紙
編

集
講
座
で
サ
ン
プ
ル
に
選
ば
れ
た
静
岡

県
島
田
市
議
会
に
伺
い
、
視
察
・
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

議会だより
編集常任委員会

静
岡
県
島
田
市
議
会
を
視
察

議
会
だ
よ
り
を
わ
か
り
や
す
く

読
み
や
す
く
す
る
た
め
に

委 員 長　東山　洋昭

副委員長　川田　好博

委 　 員　白鳥　純雄

　〃　　�遠藤美智子

　〃　　�久嶋　成美

　〃　　�川島　秀夫

島田市役所会議室にて
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
れ

ば
、
ケ
ー
ブ
ル
が
増
え
る
と
い

う
の
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す
。

Q　

バ
ス
停
は
分
離
発
注
し
て
色
々

な
会
社
に
入
札
の
機
会
を
増
や

す
べ
き
で
、
重
機
の
運
搬
費
も

別
途
計
上
さ
れ
て
い
る
な
ど
全

体
的
に
金
額
が
高
く
な
い
か
。

A　

効
率
よ
く
補
助
金
を
活
用
す
る

た
め
で
、
分
離
発
注
で
は
補
助

金
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、

変
更
契
約
と
し
ま
し
た
。

当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
16
議
案
に

つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、
議
案
第

１
２
０
号
を
除
く
15
議
案
は
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
議
案

第
１
２
０
号
は
異
議
が
あ
り
起
立
採

決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
の
取
組
み
に

つ
い
て
先
進
地
事
例
を
調
査
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し

た
。

議
案
第
１
１
７
号
、
市
道
路
線
変

更
に
つ
い
て
は
、
審
査
終
了
後
、
田

野
入
（
島
田
）
地
区
内
に
お
け
る
変

更
箇
所
を
調
査
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
16
議
案
の
審

査
と
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁
等
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

Q　

情
報
ケ
ー
ブ
ル
の
差
し
込
み
口
の
増

設
が
30
口
に
対
し
て
、
３
６
０
８

メ
ー
ト
ル
の
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
な

の
か
。

A　

当
初
設
計
後
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

強
化
さ
れ
、
外
部
か
ら
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
か
ら
守
る
高
度
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
を
今
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
異
な
る
環
境
の

常任委員会の審査

総務産業

バ
ス
停
工
事
は
補
助
金
活
用
の
た
め

分
離
発
注
し
な
い
で
変
更
契
約

委 員 長　田中　英明

副委員長　鷹取　偉一

委 　 員　白鳥　純雄

　〃　　�川島　秀夫

　〃　　�杉本　公文

　〃　　�杉本　友栄

　〃　　�岡部　幸喜

　〃　　�尾形　重寅

議
案
第
１
２
０
号
（
仮
称
）

上
野
原
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
請
負
変
更

契
約
締
結
に
つ
い
て

pick up!

16
議
案
の
審
査
結
果

現
地
確
認

（仮称）総合福祉センター
バス停のイメージ

会期中の調査
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Q　

実
用
技
能
英
語
検
定
は
休
日
に

行
わ
れ
る
テ
ス
ト
で
、
受
験
生

の
保
護
者
に
は
経
済
的
援
助
に

な
る
が
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒

に
係
る
援
助
を
す
べ
き
で
は
。

英
語
の
関
心
を
高
め
る
目
的
で

あ
る
な
ら
ば
、
今
度
小
学
校
に

も
英
語
が
教
科
と
し
て
入
る
と

い
う
の
で
、
小
学
校
に
英
語
の

教
育
に
習
熟
し
た
教
員
を
養
成

す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。

A　

年
３
回
の
受
験
の
機
会
が
あ
る

の
で
、
予
定
を
調
整
し
て
受
講

者
を
拡
大
し
、
33
年
度
ま
で
に

３
級
以
上
50
％
の
目
標
に
近
づ

け
る
よ
う
進
め
て
お
り
、
教
員

の
指
導
に
つ
い
て
も
小
中
学
校

の
英
語
教
育
研
究
会
を
立
ち
上

げ
て
、
英
語
教
育
の
研
究
調
査

を
し
て
い
ま
す
。

7
議
案
の
審
査
結
果

当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
７
議
案
に

つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
２
号
は
に
つ
い
て
は
、
同

様
の
内
容
を
例
年
採
択
し
て
い
る
経

過
を
踏
ま
え
全
会
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
し

て
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状

況
に
つ
い
て
、
先
進
地
を
視
察
調
査

す
る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

審
査
終
了
後
、（
仮
称
）
上
野
原
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
11
日
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
７
議
案
及
び

請
願
１
件
の
審
査
と
、
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
・
答
弁
等
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

Q　

秋
山
西
部
簡
易
水
道
の
水
利
権
取
得

業
務
に
、
な
ぜ
委
託
料
が
発
生
す
る

の
か
。

A　

秋
山
西
部
簡
易
水
道
を
修
繕
を
す

る
際
、
水
利
権
を
取
得
す
る
た
め

の
書
類
で
縦
断
図
、
断
面
図
、
平

面
図
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
測
量

業
務
の
委
託
料
で
す
。

常任委員会の審査

文教厚生

英
語
検
定
の
全
額
補
助
は

英
語
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め

委 員 長　長田喜巳夫

副委員長　小俣　　修

委 　 員　遠藤美智子

　〃　　�川田　好博

　〃　　�久嶋　成美

　〃　　�東山　洋昭

　〃　　�山口　好昭

　〃　　�尾形　幸召

議
案
第
１
０
５
号　

平
成

29
年
度
上
野
原
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

pick up!

議
案
第
１
０
０
号　

平
成

29
年
度
上
野
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

pick up!

所
管
事
務
調
査
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平成２９年第３回定例会議決結果等一覧表

◆全会一致の議案
番
号

付
託 案　件　名 結果

95

総
務
産
業

職員給与条例の一部を改正する条例制定について

原案
可決

96 個人情報保護条例及び情報公開条例の一部を改
正する条例制定について

97 風致地区条例の一部を改正する条例制定について

98
文
教
厚
生

介護保険条例の一部を改正する条例制定について

99
文
教
厚
生

公民館条例及び学校施設及び公民館使用に関す
る使用料条例の一部を改正する条例制定について

100
総務
産業
文教
厚生

平成29年度一般会計補正予算（第3号）

101

文
教
厚
生

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）

102 平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
2号）

103 平成29年度介護保険特別会計補正予算（第2号）

104
総
務
産
業

平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算
（第1号）

105
文
教
厚
生

平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算
（第2号）

106

総
務
産
業

平成29年度大目財産区特別会計補正予算
（第1号）

107 平成29年度甲東財産区特別会計補正予算
（第1号）

108 平成29年度巌財産区特別会計補正予算（第1号）

109 平成29年度上野原財産区特別会計補正予算
（第1号）

番
号

付
託 案　件　名 結果

110

総
務
産
業

平成29年度檜尾根外十二恩賜林保護財産区特別
会計補正予算（第1号）

原案
可決

111 平成29年度秋山財産区特別会計補正予算
（第1号）

112 平成29年度島田財産区特別会計補正予算
（第1号）

113 平成29年度西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区特別
会計補正予算（第1号）

115
決
算
特
別

平成28年度病院事業会計決算認定について 認定

116 平成28年度病院事業の資本金の額の減少につい
て

原案
可決

117
総
務
産
業

市道路線の変更について

118 上野原駅南口駅前広場整備工事請負変更契約締
結について

119 - 消防署用高規格救急車購入契約締結について

120
総
務
産
業

（仮称）総合福祉センター建設工事請負変更契約
締結について

121 - 平成28年度健全化判断比率及び資金不足比率の
報告について

受理

122 - 平成29年度一般会計補正予算（第4号）
原案
可決

請願
2号

文
教
厚
生

教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充
を図るための請願書

採択

発議
2号 - 教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度拡充

を図るための意見書（案）の提出について
原案
可決

※正式な議案名から（上野原市）を省略しているものもあります。

議
案
番
号

案　件　名

付
託
委
員
会

白
鳥　

純
雄

遠
藤
美
智
子

川
田　

好
博

久
嶋　

成
美

東
山　

洋
昭

小
俣　
　

修

川
島　

秀
夫

杉
本　

公
文

田
中　

英
明

山
口　

好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本　

友
栄

尾
形　

幸
召

鷹
取　

偉
一

岡
部　

幸
喜

尾
形　

重
寅

審
議
結
果

114 平成28年度一般会計及び特別会計歳
入歳出決算認定について

決算
特別 ○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長○ 欠 ○ 認定

（ ◎賛成討論者　 反対討論者　○賛成　●反対 ）◆賛否のあった議案
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行政視察

研修会

韮崎市議会の皆さんが来庁

「議会の活性化について」
議員研修会を行いました

８月３日、行政視察として韮崎市議会の議員の皆さん16名が来

庁しました。

当市議会で３月より開始した「議会傍聴者託児サービスの取り

組み」や「上野原こども園の概要」「（仮称）上野原市総合福祉セン

ターの状況」について視察、調査されました。

当市の取り組みや実施経過など、活発な質疑が行われました。

８月31日、全国都道府県議会議長会制度研究アドバイザーであ

る野村稔先生を講師に招き、「議会の活性化について～地方議会の

あり方」の研修会を行いました。

当日は、東部地域の近隣市村である都留市、大月市、道志村、小

菅村、丹波山村からも議員の皆さんや事務局職員が多数参加し、地

方議会の役割や議会改革について有意義な講演を聞くことができ

ました。

韮崎市議会の皆さん 上野原こども園
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一般質問傍聴者託児サービスを実施
　一般質問を傍聴する際、満１歳以上～就学

前のお子さんをお預かりする託児サービスを

実施しております。

　ご希望の場合は、傍聴希望日の一週間前

までに、議会事務局（６２－３３４４）へお申

し込みください。

　なお、通常の傍聴の際は

予約の必要はありません。

　当日、３階の議会事務局

受付までお越しください。

議会だより編集常任委員会
委 員 長	 東山　洋昭

副委員長	 川田　好博

委　　員	 白鳥　純雄

委　　員	 遠藤美智子

委　　員	 久嶋　成美

委　　員	 川島　秀夫

編集

後記

12 月定例会予定

上野原福祉作業所では、様々なタイプの利
用者さんひとりひとりに合った適材適所で働く
支援をしています。それが功を奏してか、何人
もの方が一般就労されています。

そして、就労された方も平日の休みの折には、
作業所に来て調理などの創作活動をしながら、
近況を知らせてくれています。

上野原市「地域活動支援センター」という事
業は、障害のある方がどなたでも参加できる日
中活動の場なので、もっと利用して下さる方が
増えるといいのに、と願っています。

また働くだけでなく、生きがいのある毎日が
送れるように、様々な活動に参加できる機会を
作っていきたいと思いますので、これからも応
援をよろしくお願いいたします。

私たち「わかあゆ工房」は、平成18年4月に
開所した定員30名の小さな障がい福祉サービ
ス事業所です。

健常者より少し個性の強い人、ゆっくりした
動作の人たちが通所し、少ないスタッフの指導
のもと手打ちうどん作り、企業からの受託作業
を「笑顔で楽しく」をモットーに活動しています。

丹精込めたうどんは、木・金曜日に製麺して
おり、多くの住民の皆様にご賞味いただければ
幸いです。

家路につく通所メンバーは、一日の就業を終
えた達成感と笑顔が印象的で、スタッフが安ら
ぎを感じる瞬間です。

これからもサポートを望む皆様の活動の場や
居場所づくりに努めて行きたいと思います。

市内のあちらこちらで保育園や幼稚園、そして小、中学校
の運動会や学園祭が行われ、そしてまた、それぞれの地区に
おいて、敬老会が開催されました。

まさに、実りの秋にふさわしく楽しい行事が盛りだくさんの季
節です。元気な笑い声や歌声が響き渡り、子供たちのはしゃ
ぐ姿に目を細めていたおじいちゃん、おばあちゃん、ステキな光
景でした。

いつまでも元気で長生きしてくださいね。　（久嶋）

特定非営利活動法人わかば
上野原福祉作業所

施設長 山本美喜子さん

社会人福祉法人上野原若鮎会
わかあゆ工房

施設長 久田登美栄さん

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（初日）

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問

（予備日）

本会議
（最終日）

総務産業
常任委員会

議案調査

議案調査

議案調査

議案調査文教厚生
常任委員会

市

の

民

声


